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DLB では被害妄想、物盗られ妄想、嫉妬妄想、誤認妄想等多彩な妄想を呈し、その頻度も AD よ
り高いとされている。この他うつ状態や REM 睡眠時に夢に合わせて大声を出したり、体を動かし
たりする REM 睡眠行動異常症がみられることもある。このように DLB の多くの臨床症状がせん
妄で出現する特徴と重なっている。 
認知症とせん妄は、基本的には鑑別すべき疾患であるが、鑑別が困難であったり複雑にオーバー
ラップしていたりする場合も多い。症状の移行に伴い様々な可能性を考えて丁寧な症状把握と治療
方針の決定や環境調整、薬剤選択あるいは中止を行うことが重要である。 
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